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11月1日現在の人口●男1,713人●女1,765人●計3,478人（前月比－13）●転入4●転出14●出生1●死亡4●世帯数1,068（前月比－1）

平成16年11月10日

月号

宿泊施設を利用した区民の方に「まるごと保養地村民

証」を交付し、滞在期間中、宿泊施設、飲食店、お土産

店等に「村民証」を提示することにより割引サービスを

受けられるようになります。今後、自然体験や農家・ふ

るさと体験についても活用できるよう推進していく考え

です。本協定により、区民の皆さんには生活に潤いを感

じてもらい、北塩原村を心のふるさととしていただき、

本村においては交流人口の拡大、滞在客の増加など、地

域活性化が期待できるほか、さらに人口53万人の杉並

区の皆さんによりよいサービスを提供することで、区民

の皆さんが村の観光大使として1,200万人の東京都民、

ひいては首都圏に対して村を宣伝してもらえるものと考

えています。

村民一体となり、村での滞在が思い出深くなるおもてなしをして、北塩原村を大いにＰＲしてもらいま

しょう。

▲保養地協定を調印し、握手を交わす杉並区山田宏区長と
高橋伝村長

東京都杉並区は、東京23区の西端、武蔵野台地上に位置し、人口は52万4,877人（平成16
年10月1日現在）。区が掲げる将来像は『区民が創る「みどりの都市」杉並』で、区名となってい
る「杉並」に象徴されるように、江戸初期、青梅街道沿いに植えられた杉並は江戸時代を通じ相当
有名であったとされています。現在ではそれらの杉並はありませんが、花見の名所、公園、河畔、
遺跡や神社・寺院も多く、武蔵野の面影を残すみどりと水辺、歴史の織り成すまちとなっています。
また、世田谷区とともに東京の高級住宅街としても知られています。

「村下水道整備率100％もすばらしいが、上水道すべてが湧水というのは大きな魅力。大いにＰＲ

すべきですよ」とのアドバイスもいただきました。

山田区長さんよりアドバイスも。
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10
月
23
日
に
発
生
し
た
「
新
潟
県
中
越
地
震
」
の
震
源
地
と
な

っ
た
新
潟
県
小
千
谷
市
は
、
本
村
が
「
ま
る
ご
と
保
養
地
協
定
」

を
締
結
し
た
東
京
都
杉
並
区
と
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
市
で
、

本
村
と
は
、
言
わ
ば
親
戚
関
係
に
あ
た
る
市
で
す
。

小
千
谷
市
で
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
が

ス
ト
ッ
プ
し
、
被
災
直
後
よ
り
食
材
や
物
資
の
不
足
が
叫
ば
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
村
は
25
日
に
「
新
潟
県
中
越
地
震
救
援
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
救
援
物
資
等
を
輸
送
す
る
こ
と
を
決
定
。
村
内

の
ホ
テ
ル
や
村
民
な
ど
よ
り
提
供
を
受
け
た
米
２
４
０
キ
ロ
分
の

炊
き
出
し
等
の
食
材
を
は
じ
め
、
建
設
企
業
よ
り
提
供
を
受
け
た

３
ト
ン
分
の
飲
料
水
、
村
備
品
の
懐
中
電
灯
１
０
０
個
な
ど
を
同

日
、
小
千
谷
市
に
輸
送
し
ま
し
た
。
翌
26
日
の
朝
に
は
、
村
内
ホ

テ
ル
や
村
民
、
近
隣
町
村
長
よ
り
提

供
を
受
け
た
ご
飯
に
よ
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
約
60
人
が
二
千
食

（
四
千
個
）
の
お
に
ぎ
り
を
に
ぎ
り
、

要
望
の
あ
っ
た
漬
物
な
ど
と
一
緒
に

同
市
に
輸
送
し
ま
し
た
。

９
日
に
は
、
な
め
こ
汁
一
千
食
、

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
の
あ
っ
た

防
寒
着
、
毛
布
、
紙
オ
ム
ツ
な
ど
の

救
援
物
資
を
輸
送
し
ま
し
た
。

村
で
は
、
今
後
も
被
災
地
救
援
の

た
め
の
救
援
金
を
受
け
付
け
ま
す
。

村
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
役
場
に
お
い
て
は
、
被
災

地
で
の
長
期
活
動
要
員
と
し
て
職
員

２
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

▲小千谷市災害対策本部　
に搬入されるおにぎり

（10月26日）

輸送したご飯でおにぎ
りをにぎる小千谷市の
皆さん（10月25日）
温かいご飯が喜ばれま
した。

▲2000食分（4000個）のおにぎりをにぎる
村民ボランティアの皆さん（10月26日）

10
月
23
日
発
生

広報きたしおばら特別号（10月15日発行）にてお知らせしてまいりました裏磐梯地域の大型ホテルに対し
て行った固定資産評価額については、自立を宣言した当村において、村の存続を左右する大きな問題であり、
また、福島県だけでなく我が国の財産でもある景勝地「裏磐梯」を保全していくためにも、村が一体となって
取り組まなければならない案件でありました。
福島県からの勧告、10月12日に開催した北塩原村議会全員協議会、さらに、その後行った県との協議等を

踏まえた結果、過疎地域に進出する企業を優遇し、地域振興を図るために施行された「北塩原村税特別措置条
例（昭和63年12月施行）」の一部を改正する案を選択。10月22日の村議会臨時会に提案し、賛成多数により
可決いただきました。これにより過疎法による３年と、その経過後の７年、併せて10年間、固定資産税が減額
されることとなります。
可決を受け、県の修正価格を受け入れましたが、当該ホテルの固定資産税額は、村が適正とした以前の税額
とほぼ同じとなります。
村としましては、今後も国の固定資産評価額の算定基準については、地方の経済事情を考慮していただくよ
う国・県に訴えてまいります。今後とも、村民の皆さまのご理解をお願いいたします。

「北塩原村税特別措置条例の一部を改正する条例」を
北塩原村議会臨時会（10月22日開催）に提案・可決

裏磐梯地域・大型ホテル再オープンにかかる
固定資産評価額について



③ 広報きたしおばら

自然との共存・共生を基本理念に安全で活力ある村づくりを目指して

（９月30日現在）

村では、村の財政状況について毎年２回、村民の皆
さんに公表しています。
10月号では、平成15年度の各会計の予算がどのよ

うに使われたかをお知らせしましたが、今回は平成16
年度上半期（４月～９月）の収入と支出の状況（平成
15年度からの繰越分を含む）をお知らせします。

一　般　会　計
歳　　入

国民健康保険事業費

歳　入
歳　出

予算総額
収入済額
執行済額

31,557
31,557

11,765
14,332

予算総額 収入済額 執行率
村 税
地 方 譲 与 税
地方消費税交付金
地 方 交 付 税
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
繰 入 金
繰 越 金
村 債
そ の 他

合 計

59,063
4,222
3,823

134,064
15,663
12,690
8,459
14,311
54,310
16,550

323,155

31,755
1,404
2,315
99,629
845
1,337

0
14,311
1,820
8,282

161,698

53.8％
33.3％
60.6％
74.3％
5.4％
10.5％
0.0％

100.0％
3.4％
50.0％

50.0％

（単位：万円）

特　別　会　計（単位：万円）

歳　　出 予算総額 執行済額 執行率
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
そ の 他
合 計

6,068
68,734
24,211
38,782
25,954
13,535
27,319
11,943
22,299
6,764
76,906
622

323,155

3,075
39,558
6,169
5,959
6,242
8,245
3,897
6,838
10,422
1,812
33,254

0
125,471

50.5％
57.6％
25.5％
15.4％
24.1％
60.9％
14.3％
57.3％
46.7％
26.8％
43.2％
0.0％
38.8％

老人保健

歳　入
歳　出

予算総額
収入済額
執行済額

52,853
52,853

22,634
24,276

簡易排水施設事業

歳　入
歳　出

予算総額
収入済額
執行済額

585
585

35
74

簡易水道事業費

歳　入
歳　出

予算総額
収入済額
執行済額

10,401
10,401

3,673
3,696

特定環境保全下水道事業

歳　入
歳　出

予算総額
収入済額
執行済額

68,962
68,962

4,342
19,970

診療事業費

歳　入
歳　出

予算総額
収入済額
執行済額

1,330
1,330

488
1,092

農業集落排水事業

歳　入
歳　出

予算総額
収入済額
執行済額

6,104
6,104

285
2,686

介護保険事業

歳　入
歳　出

予算総額
収入済額
執行済額

19,423
19,423

7,121
6,635

公共下水道工事が進む新田地区（大塩）

▲災害復旧工事により、円滑な交通が可能とな
った蘭峠（桧原）
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村
で
は
、
昨
年
６
月
14
日
以
来
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
が
続
い
て
お

り
、
今
年
の
10
月
25
日
を
も
っ
て
５
０
０
日
達
成
し
ま
し
た
。

10
月
26
日
、
大
沼
喜
多
方
警
察
署
長
を
来
賓
に
迎
え
、
村
交
通
対

策
協
議
会
関
係
各
位
の
出
席
の
も
と
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
５
０
０

日
達
成
表
彰
式
が
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
会
津
地
方
交
通
対
策
協
議
会
長
（
会
津
地
方
振
興

局
長
）
よ
り
、
北
塩
原
村
交
通
対
策
協
議
会
長
（
村
長
）
へ
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
、
喜
多
方
警
察
署
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。高

橋
村
長
は
、「
本
日
の
表
彰
を
契
機
と
し
て
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
の
日
を
更
新
し
て
い
く
た
め
に
各
関
係
機
関
・
団
体
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
な
お
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
」
と
御
礼
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
、
村
民
一
丸
と
な
り

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
更
新
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

交通死亡事故ゼロ
５００日達成

第４回北塩原村長杯

10月11日（体育の
日）、いこいの森グリー
ンフィールドふれあい
広場において、北塩原
村長杯ふれあいグラウ
ンドゴルフ大会が開催
されました。朝方は小
雨が降るあいにくの天
気でしたが、開会式に
は雨もあがり晴天となり、中学生から85歳までの64人が世代
を越えてプレーを楽しみました。
また、中・高校生13人が運営ボランティアとして参加し、朝
早くからコース設置やスコアー記入、後片付けを一生懸命行っ
てくれました。
《結　果》
☆団体の部
優　勝 西銀座 渡部盛夫・須藤トキエ

遠藤幸子・佐藤憲信
準優勝 OXILE 清野拓也・五十嵐悠平

遠藤俊郎・中川祐希
第３位 SSSM 鈴木定芳・酒井作男

酒井隆司・目黒修世
☆個人の部
優　勝 小野　明（松陽台Ａ）
準優勝 酒井作男（SSSM）
第３位 佐藤憲信（西銀座）
最年長者賞 斎藤作江　85歳（上川前Ａ）

特別職等の報酬・定数等諮問委員会を開催

10
月
28
日
、
村
四
役
等

の
報
酬
等
の
見
直
し
を
審

議
す
る
「
北
塩
原
村
特
別

職
等
の
報
酬
・
定
数
等
諮

問
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、

各
行
政
区
長
の
協
議
に
よ

り
推
薦
さ
れ
た
北
山
地
区

代
表
の
前
後
喜
平
氏
（
樟
）

を
は
じ
め
、
各
地
区
の
住

民
代
表
、
学
識
、
要
職
経

験
者
の
計
８
人
に
高
橋
村

長
よ
り
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
、
互
選
の
結
果
、
委
員
長
に
福
島
大
学
教
授
の
　
刀
（
く
ぬ

ぎ
）
氏
、
副
委
員
長
に
冠
木
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

高
橋
村
長
の
諮
問
を
受
け
た
同
委
員
会
で
は
、
平
成
17
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
４
回
程
度
の
会
議
を
開
催
し
、
高
橋
村
長

に
そ
の
審
議
結
果
を
答
申
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
村
で
は

こ
の
答
申
を
受
け
、
国
県
の
補
助
金
・
交
付
金
の
削
減
な
ど
村

の
厳
し
い
財
政
事
情
を
乗
り
切
る
た
め
、
行
政
自
ら
の
体
制
・

体
質
を
改
め
、
村
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
足
腰
の
強
い
自
立
し
た

村
づ
く
り
を
築
い
て
い
く
考
え
で
す
。

な
お
、
各
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

要
職
経
験
者

学
識
経
験
者

各
行
政
区
長

の
協
議
に
よ

り
推
薦
さ
れ

た
住
民
代
表

区
　
　
分

氏
　
　
名

前
　
後
　
喜
　
平

氏
　
　
名

北
山
地
区
代
表

五
十
嵐
　
寿
美
夫

大
塩
地
区
代
表

佐
々
木
　
一
　
雄

桧
原
地
区
代
表

眞
　
野
　
明
　
彦

裏
磐
梯
地
区
代
表

刀
　
俊
　
洋

福
島
大
学
行
政
社
会
学
部
教
授

冠
　
木
　
幸
　
英

村
特
別
職
経
験
者

渡
　
部
　
盛
　
夫

村
特
別
職
経
験
者

小
　
野
　
　
　
明

企
業
管
理
職
経
験
者

▲高橋村長よりを諮問を受ける 刀委員長
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10月15日（金）、大塩小の体育館において鑑賞
教室を行いました。今年は村内の小学校３校（計
200人）が大塩小に集合し、「劇団風の子」による
演劇を楽しみました。この話は宮沢賢治の「セロ
弾きのゴーシュ」をもとに作られた物語です。
色々な楽器を取り入れ

た演技にみんな目を輝か
せながら夢中になって観
ていました。

10月16日
（土）、第一中
学校において
異世代交流を
開催しました。
今年で２回目
を迎えた今回
の 事 業 は 北
山・大塩地区

の長寿会と第一中学校の祖父母45人が参加して授業参
観や伝承教室を行いました。
授業参観では、各学年に一般の方を講師に迎え、講

話をしていただきました。
伝承教室では地域の方を講師にお願いし、わら細工・
茶道・華道・書道など生徒と高齢者が一緒に体験しま
した。
昼食にはＰＴAの協力で、生徒が作ったもち米の収

穫祭を行ない、一緒に餅つきをして交流を深めました。

☆
遠
藤
祐
希
恵
（
大
塩
小
学
校
６
年
）

『
ほ
ん
と
う
の
交
流
と
は
』

☆
渡
部
　
成
子
（
第
一
中
学
校
３
年
）

『
頑
張
っ
た
よ
』

☆
赤
星
　
雄
大
（
裏
磐
梯
中
学
校
３
年
）

『
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

☆
小
椋
　
美
緒
（
裏
磐
梯
小
学
校
５
年
）

『
新
し
い
生
命
』

☆
石
井
　
捺
美
（
北
山
小
学
校
６
年
）

『
沖
縄
か
ら
学
ん
だ
こ
と
』

☆
狩
野
　
春
香
（
裏
磐
梯
小
学
校
６
年
）

『
若
者
の
一
人
と
し
て
』

☆
柏
谷
　
　
咲
（
裏
磐
梯
中
学
校
３
年
）

『
仲
間
と
出
会
え
て
』

☆
鈴
木
　
里
実
（
第
一
中
学
校
３
年
）

『
大
切
に
し
た
い
も
の
』

☆
武
藤
　
有
沙
（
北
山
小
学
校
５
年
）

『
き
れ
い
な
村
に
』

☆
五
十
嵐
久
佳
（
大
塩
小
学
校
６
年
）

『
み
ん
な
で
守
ろ
う
北
塩
原
村
の
環
境
』

子子
どど
もも
のの
主主
張張

と
は
、
子

ど
も
た
ち
に
広
く
社
会
に
目
を
向
け

る
機
会
を
提
供
す
る
と
共
に
、
大
人

の
青
少
年
へ
の
理
解
を
高
め
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
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■問い合わせ先　村保健センター　 ２８－３７３３

★ 急な発熱（38度以上）
★ 筋肉痛・関節痛あり
★ 悪寒
★ 倦怠感

★ 十分な栄養と休養
★ 室内の湿度を保つ
★ できるだけ人ごみを避ける
★ 手洗い・うがいをまめに

★ 疑ったらすぐ受診
★ 薬は指示どおりに飲む
★ 無理をしないで体を休める

大
久
保
　
冨
田
供
子

大
塩
　
　
高
橋
末
義

北
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武
藤
敏
子

剣
ヶ
峯
　
斎
藤
ト
シ
子

大
塩
　
　
穴
沢
エ
ミ
子

桧
原
　
　
伊
藤
喜
代
志

大
塩
　
　
五
十
嵐
良
子

下
川
前
　
星
　
保
美
子

大
塩
　
　
鈴
木
貞
子

上
川
前
　
大
竹
英
子

羽
入
幸
恵

高
畑
か
お
り

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

個人事業者は平成17年分から（法人は平成16年４月

１日以降開始する課税期間から）

☆事業者免税点の上限が3,000万円から1,000万円に引

き下げられました。

☆簡易課税制度の適用上限が、２億円から5,000万円に

引き下げられました。

■問い合わせ先　喜多方税務署　 24－５０５０

国民年金制度は、いまの高齢者を支えることで、将来

支えてもらう、世代間扶養の仕組みになっており、経済

社会が存続するかぎり、つぶれることはありません。

社会保険事務所では、保険料の納め忘れにより年金権

が失われないよう、電話による納付案内をしています。

また「国民年金推進委員」が身分証明書を携帯してご

自宅にうかがい、年金制度の案内、保険料の納付をお願

いしています。

国民年金保険料は、将来の安心のためにも、きちんと

納めましょう。
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裏
磐
梯
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
五

色
沼
の
会
と
裏
磐
梯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
月
例
の
観
察
会
の

下
見
に
、
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま

す
。身

近
に
あ
る
自
然
に
ふ
れ
て
、
郷

土
の
宝
が
ど
ん
な
も
の
か
実
感
し
て

い
た
だ
く
企
画
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

11
月
28
日
（
日
）

11
月
30
日
（
火
）

両
日
と
も
午
前
９
時
出
発

■
コ
ー
ス

「
初
冬
の
早
稲
沢
浜
探
勝
路
」

■
申
し
込
み

参
加
無
料
　

申
し
込
み
は
３
日
前
ま
で
に

裏
磐
梯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ

■
問
い
合
わ
せ
先

裏
磐
梯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
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休日当番医

星医院………………… 22 - 0005
藤井医院…………… 23 - 0023

三浦産婦人科医院… 22 - 0293
みつはし医院……… 21 - 1311
山田産婦人科医院… 22 - 6300

第二次救急当番医

佐 原 病 院………… 22 - 5321
県立喜多方病院…… 22 - 2181
小 野 病 院………… 22 - 0414
鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333
有 隣 病 院………… 24 - 5021

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

◎「一戸一灯運動」とは、各家庭、事業所の玄関
灯を点灯させ、暗がりの犯罪を防ぎ、泥棒など
から家庭を守ると同時に住民の安全を守る運動
です。

◎非行少年の溜まり場、ストーカー、自転車盗難
を防ぐほか、暗がりの交通事故、転倒防止など
の効果も期待できます。

◎電気代は一晩中つけていても、20ワット電灯
で月に100円、40ワットでは180円くらいと
思ったより電気代はかかりません。

税務署では、本年も年末調整説明会並びに個人事業者の青色申告決算説明会を開催しま
す。関係の方々には、それぞれ税務署から日時をハガキでご案内しますので、できる限り
ご案内の日時に出席してください。
また、本年の説明会では、消費税法の改正点などについても併せて説明します。
なお、説明会当日、関係諸用紙を交付しますので、案内のハガキを受付に提出してくだ

さい。
○平成16年分　年末調整説明会日程表

○平成16年分　青色申告決算説明会日程表
月　　　日

11月30日（火）

開始時刻
午前10時～
午後１時30分～

会　　　場

喜多方プラザ小ホール　※北山、大塩、桧原地区の方

12月31日（水） 午後１時～ 裏磐梯自然環境活用センター　※裏磐梯地区の方

■問い合わせ先　喜多方税務署　 24－５０５０

月　　　日

11月18日（木）

開始時刻
午前10時～
午後１時30分～

会　　　場

喜多方プラザ小ホール



広報きたしおばら ⑧

「大久保の星空は本当にきれいで」と話すのは、昨年９
月に横浜から転入し、大久保集落にお住まいの下田和子
さん。旦那さんは単身赴任中ですが、３匹のワンちゃん
に囲まれ楽しい里山生活を過ごしています。
趣味が多彩で、リース（植物を使った飾り物）づくり

もその一つ、基本的に周辺で取れる身近な植物を使うの
が和子さんの方針。美しさに感動したという大久保の星空をイメージしたリー
フなどすてきな作品を見せていただきました。
和子さんが里山にひかれたのはこの10年くらいのようです。旦那さんとキャ
ンプに出かけるうちに自然に接する生活にひかれてきたとのことで、また、趣
味の写真撮影もあいなり東北をくまなく歩くうちに、「思いっきり自然を満喫

できる里山に移住したい」と思われ、この大久保で生活することを選ばれたそうです。
「生まれは北海道なので、大丈夫かなと思ったんですが」と話す和子さんですが、やはり初めての里山生活
は毎日がハプニングの連続だったとか。「でも、大久保の皆さんは親切で、いろいろ教えてもらいました。都
会にはない人のあったかみがうれしい」とにこやかに話します。今年からは念願であった庭先での畑仕事を
始めた和子さん。管理方法なども近所の皆さんから教えてもらい、トマトやキュウリなどを栽培。「やはり
自分でつくった野菜はおいしさが違う」と大地が育む自然の恵みに大満足のご様子です。
「今年は畑仕事が忙しくて」と大好きな写真撮影に出かける時間は少なく
なったそうですが、お話しに伺った際には、撮影ポイントの一つ「ラビス
パ裏磐梯」の周辺に出かけ、熱心にシャッターを切り続けていました。「大
久保のおばあちゃんの表情がとてもすてき。元気をもらっています」と今
度は大久保のおばあちゃんをモデルにと考えている和子さん。また、写真
のほかにも「機会があれば、地域の子どもたちと趣味のリーフづくりをし
てみたい」などと、やってみたいことはまだまだたくさんあるようです。

都会にはない“あったかみ”がうれしい

－大久保で里山生活を満喫－
下田和子さん（大久保）

第46回
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農業委員会　六角洋子

今
月
の
納
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な
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今
月
の
行
政
相
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11
月
25
日
（
木
）

構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

24
・
４
９
１
１

行
政
相
談
委
員
　
　
　
遠
藤
聖
一
郎

国
民
健
康
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険
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４
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介
護
保
険
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通
徴
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期
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下
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使
用
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10
月
分

国
民
年
金

11
月
分

所
得
税
予
定
納
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２
期
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個
人
事
業
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２
期
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お
誕
生
お
め
で
と
う
！

小
椋
　
妃
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な

信
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松
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(
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赤
ち
ゃ
ん
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・
保
護
者
名
・

地
区
名

平
成
16
年
10
月
１
日
〜

10
月
31
日
ま
で
届
出
分

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

大
森
ツ
ル
オ
（
一
民
・
母
）
曽
　
原

佐
藤
　
　
隆
（
隆
一
・
父
）
蛇
　
平

小
檜
山
　
弘
（
ツ
ヤ
子
・
夫
）
蛇
　
平

佐
藤
　
ト
メ
（
憲
一
・
母
）
剣
ヶ
峯

ご
結
婚
お
め
で
と
う
！

（
安
部
　
賢
一
（
桧
原
）

伊
藤
　
祐
子
（
郡
山
市
）

平成16年度　猪苗代地区交通安全ポスター最優秀作品　裏磐梯小学校６年　狩野春香


